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認，及びADHの必要量を決定すること。第二に， ADH ・ ADの単独及び併用投与時における脳死患






研究 1 : 対象を， 1 群 (n=10);AD単独投与， II群 (n=2);AD及びADH (0.1'"'-'0.4 U/hr) 併
用投与， m群 (n=13) ; AD及びAD H (1 '"- 2 U /hr) 併用投与の 3 群に分け，各群における脳死
から心停止までの期間，収縮期血圧100mmHg 以上を維持するのに要したAD の量，累積水分バランス
につき比較検討した。
研究 II: m群のうち 5 例で，第 l 相; ADH(ー)AD(-)，第 2 相; ADH(+)AD(-)，第 3 相;
ADH( -)AD( +)，第 4 相; ADH(+)AD(+) の 4 相における平均動脈血圧 (MAP) ・心係数





研究m: m群のうち 4 例で， AD ・ NA ・ DOAの三種のカテコラミンの各々とADH (1 U/hr) 
を併用し， MAP90mmHg 以上を維持するのに要した各カテコラミンの量を比較し，各カテコラミン使
用時の C1 ・ TPR1 ・ PCWP ・心拍数 (HR) ・心拍出係数 (SV 1) ・ mVcf を計測した。
〔結果〕
研究 1 : 脳死から心停止までの期間は， 1 群及びE群では， 2 """'10mg/hr の大量のAD投与にも
かかわらず数日以内の短期間であった。 E群では， 2 mg/hr 以下の少量のAD投与により血圧を維持
しえ， ADH ・ ADの併用投与を中止するまで平均17.2 日間安定した循環が維持された。また，多くの
症例では時間経過とともにAD投与量をO.5mg/hr 以下に減量しえた。累積水分バランスは E 群・ E群
で著明に正となった。
研究 II: MAP は第 2 相，第 3 相で軽度上昇したのみであったが，第 4 相では著明に上昇した。第
2 相ではTPR1 のみが増加した。第 3 相では C1 ・ PCWP ・ mVcf が増加した。第 4 相では C 1 ・
TPR1 ・ PCWPが著明に増加した。
研究m: MAP90mmHg 以上を維持するのに NA はAD の約 4 倍量を必要とした。 AD は C 1 • 








AD は陽性変力作用により， ADHは末梢血管収縮作用により MAPを上昇させたが，各々の単独投




NA ・ DOAの三種のカテコラミンの作用機序は明らかに異なっていた。 NAはAD と同様の血圧を維
持するのに約 4 倍量を必要としたが，心臓に対する効果はほとんどなく，末梢血管収縮作用により MAP を





できず，短期間の内に不可逆的心停Jtに至るo これに対し，血管収縮量のADH と epinephrine を併用
投与することにより脳死の循環を長期間安定した状態で維持しうることを世界で初めて確認した。本法
の作用機序として，両薬剤を併用投与することにより，末梢血管収縮作用がほぼ正常にまで増強され，
循環が維持されていることを明らかにした。また，併用する catecholamine により作用機序が異なるこ
とを明らかにした。
以上の如く，本研究は脳死の循環維持に新しい一面を加えたものであり，学位に値するものであるO
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